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研究の要約 

 特定の微生物が糖や油を資化する際に菌体内に蓄積するポリヒドロキシアルカノエート（PHA）は、

石油原料に依存しない生物分解性を有する有益ポリマー素材である。一方、安価で効率的な PHA 発酵

生産は原材料コストの観点から未だ成し遂げられていない。そこで、地元豊岡市で大量に廃棄される

未利用資源である蟹殻の活用に着目した。蟹殻は多糖の一種であるキチンを主成分とし、蟹殻を分解

する微生物が PHA を蓄積すれば、廃棄物から PHA が効率的に生産できるのではと考えた。そこで本研

究では、蟹殻が野積された土壌から蟹殻を分解して生育できる PHA 生産菌の探索と PHA 生産能を評価

し PHA の工業生産に適した微生物を探索することで、将来的な利用可能性を模索することを目的とし

た。 

 これまでの研究成果として、蟹殻が野積みされた土壌のサンプルから PHA 生産菌を単離した結果、

PHA 合成能を持つ環境微生物を複数単離し、単離した内の 1 つは既知の PHA 生合成遺伝子群を有しな

い新規菌株であることを明らかにした。さらに、この株はグルコースを炭素源として生育した場合に

PHAを蓄積し、蟹殻やキチンを唯一の炭素源として生育できることから、蟹殻を主原料として単離株に

よって PHAが安価に生産できる可能性が強く示唆された。 

 今後は、本株が蟹殻から PHA を合成可能か確認し、蟹殻から PHA を安価に生産できる工業生産に資

する系の構築を目指す予定である。 
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